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ＪＲ東海労新幹線地本 

現在専任社員には、60才退職時に比べて賃金が７５％未満に低下したときに高年

齢雇用継続給付金が支給されています。しかし今回の新幹線ＦＲＥＸ定期券導入に

よって「0円」になる可能性があります。以下の例をもとに検証してみました。 

【左図は現在、新幹線モニター制度で通勤して

いる専任社員の給料明細の一部です。通勤手当

（2,000円）は、自転車等で通勤する場合の５ｋ

ｍ未満の支給額です。また、下図は高年齢雇用

継続給付支給決定通知書です。】 

  

高年齢雇用継続給付支給決定通知書（被保険者通知用） 

被保険者番号 氏名 性別 生年月日 受給資格確認年月日 

×××× ××× 男 ××××  ×××× 

賃金月額 472,500 賃金月額の 75％（支給限度額） 3５4,375   

高年齢雇用継続基本給付金を以下のとおり支給決定しましたので口座に振り込みします 

支給対象月       賃金支払額       支給金額 

    ○年○月      ○○○○○○○円    ○○○○○○円 

  ○年○月      ２６８，３９３円    ４０，２５８円 

                合計金額    ○○○○○○円 

現在は上記のように高年齢雇用継続給付金が支給されています。しかし今後は給

与明細の通勤手当に新幹線ＦＲＥＸの３ヶ月定期代が加算された額が記載されます。

例えば「東京～三島」だと３ヶ月に１回２６２，８２０円が記載されます。 

そうなると１ヶ月当たりの通勤手当は８７，６０６円相当となり、給付金の計算

では各月の賃金額に加算となり、その結果、賃金支払額は３５５，９９９円となっ

てしまい、高年齢雇用継続給付金の支給限度額（３５４，３７５円）を超えてしま

うため支給金額は「０円」になります。月４万円が０円になるのは死活問題です。 

私たちＪＲ東海労は、この問題を具体的に明らかにすることを会社に求める

と共に、社員それぞれがメリット、デメリットを考えてＦＲＥＸと現行モニター制

度を選択できるようにすることを要求しています。                                          

ユニオン組合員の皆さんも共に声を上げましょう！ 


